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＜連絡事項＞
・みちのく記念病院転院の手順について
当院よりみちのく記念病院へ転院の相談（PSW）→情報提供書作成し、FAX→転院先より受入可の連絡があってから家族からみちのく記念病院と連絡を取って頂く。
以上の手順になります。間違えないようにお願いします。
・患者様評価の作成に取り掛かって下さい。終了した方は澁谷JGMへ連絡お願いします。
・戸耒　茂様～SWより連絡あり3月10日に予定されていた有料「江陽5丁目」の訪問調
査は、グループホーム入所に伴いキャンセルとなる。家族・施設へ確認済。
＜田中Ｄｒ診察＞
・田嶋　ハル様～ご家族（三男）来院。内科医田中Drより病状説明している。
肺炎に対する点滴・抗生剤は本日終了予定だが、経口摂取再開した場合食欲・嚥下機能の低下により誤嚥性肺炎の再発リスクあり。
経管栄養導入の提案には、ご家族より了承あり。
経管栄養開始の指示あり下記内容にてすすめる予定。
3/9 夕～白湯200ml
3/10昼～MAラクフィア（0-1-0）　白湯（200-200-200）
3/11朝～MAラクフィア（1-1-0）　白湯（200-200-200）
3/15朝～MAラクフィア（1-1-1）　白湯（200-200-200）
15:40　MT挿入。（67cm固定）
・木村　　茂様～ご家族（妻・甥）来院。内科医田中Drより病状説明している。
ご家族の意向としては「本人が苦しまないように無理な延命治療はしなくてもいい」との希望あり。経管栄養再開などの回復・リハビリテーションはぜずに点滴・酸素投与継続していく事となる。
緊急時の連絡先➀甥　②妻にお願いしますとの事。
＜船場Ｄｒ診察＞
・中田　定明様～腹～骨盤CT上 下記所見がみられるとの事
①尿閉に伴う膀胱の尿充満、両水腎症・左腎結石
②小腸イレウス（空～回腸にわたり広範囲）
③胃～十二指腸の食残充満
④大腸ガス貯留・便停滞
膀胱の尿充満に対しては膀胱留置カテーテル挿入により茶褐色尿1100mlあり。小腸イレウスに対しては絶食・点滴1500ml/day開始の指示。バイタルサイン異常・浮腫がみられる際には補液量を調整するようにとの事。臨時薬ツムラ六君子湯（胃～十二指腸）・ツムラ大建中湯（大腸）内服開始し経過観察するようにとの事。
＜皮膚科診察＞
・板橋　イマ様～爪混濁・変形→爪白癬。ゲンタマイシン処置継続しつつテルビナフィン外用液処置追加となる。
・吉田レイ子様～右足背～趾間に発赤、落屑局面(白癬)→テルビナフィンクリーム処方と
なる。
・佐藤　セツ様～両足・趾間・発赤・落屑→足白癬→テルビナフィンクリームの処置追加となる。
・是川　志郎様～左第１趾～爪囲発赤、腫脹周囲に表皮剥離→糜疸。
ゲンタマイシン軟膏処方となり、セフジトレンピボピキシル(100)３Ｔ

1×毎食後　４日分服用指示。
・平栗　城志様～仙骨部、潰瘍壊死組織固着。ゲーベンクリーム+ガーゼ保護の指示。
・平濱　カネ様～プレドニゾロン3T　毎食後→2T　朝・夕に変更となり7日分処方となる。
・三上　ミヨ様～皮膚科診察し、外科受診するよう指示あり。主治医へ情報提供していく。

＜要注目患者様＞
・木村　　茂様～バイタルサインに異常なし。多動さなし。
・田嶋　ハル様～点滴刺入部弄る事や体動活発。バイタルサイン異常なし。
・館合　　寛様～痰鳴あり、適宜吸引施行。一時的であるが大声出す事あり。
・河原木宮子様～昨日加湿器にみかんを入れた疑いあり。おやつの際は摂取状況の確認を行い、食べてないものは回収して下さい。
・鎌田　隆子様～幻視・幻聴を訴えることがある為、精神症状の観察お願いします。
・山田みつゑ様～朝食時覚醒不良有り。血圧低値のみで他バイタルサインに異常なし。
時間を置いて対応する事で自力摂取出来ている。
・山沢　ユミ様～他者への干渉（体交枕を外す等）見られている。介入時か理解示す発言あるが、スタッフがそばを離れると同行為見られている。
・高橋千代子様～スタッフコール頻回で依存的発言聞かれている。
・田沼　清子様～他者と手をつないで歩いているが、介入への易怒性や挑発行為はない。
・平濱　カネ様～夜間柵外しあったとのことですが、日中は危険行為なくホールにて過ごしている。
